











タンパク質の分解には 26Ｓプロテアソームと呼ばれる，分子量 250 万の巨大なタンパク
質分解酵素複合体が大きく関与しており，分解を担うコア部分となる 20Ｓプロテアソーム
と，その制御ユニットとなる 19Ｓ複合体から構成される。20Ｓプロテアソームは相同性の



























らかにするため，X 線結晶構造解析に着手した。またUPS の根幹をなす 26Ｓプロテアソ
ームと，ユビキチン化された被分解タンパク質との相互作用，動作機構の解明を目的とし
て，高速原子間力顕微鏡 (HS-AFM) による動画による実観測を行った。 
	 20S プロテアソームは酵母菌を用いて発現させ，M2 アフィニティ及び強陰イオン交換カ
ラムクロマトグラフィーにて単離，精製した。20S プロテアソームを限外濾過により目的
濃度 (10 mg / mL) まで濃縮し，新奇阻害剤 (20 mM) 存在下で，0.1 M MES-NaOH (pH 6.5)，







Suc-LLVY-MCA (ex. 380 nm / em. 460 nm) を用いてキモトリプシン様活性の阻害実験を in 
vitro で行い，最適阻害条件の探索を行った。測定条件としては，1 µg / mL 20S プロテアソ
ーム，0〜100 µM 阻害剤，40 µM Suc-LLVY-MCA で行い，阻害率 33％の結果を得たが抗






はNanoExplorer 標準スキャナであり，観察条件はサンプル濃度 2 µg / mL，カンチレバー
BL-AC10DS-A2 (Olympus)，解像度 200×200 ピクセル，液中AC モード形状像，走査速度
1 frame / sec (1 sec / frame)，室温にて観察した。その結果 26Ｓプロテアソーム単体での観察
に成功しており，続いてユビキチン化された被分解タンパク質との共存下での最適観察条
件の探索を行っている。 
